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精神保健福祉法第2条（義務）　障害者総合支援法第2条（義
務）

款

針路 07
分野施策 0703

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

　精神障害の有無や程度にかかわらず、誰もが安心して
自分らしい生活ができるよう、精神障害にも対応した地
域包括ケアシステムを構築する。
　入院患者の権利擁護のため支援員を養成・派遣し事業
の適正実施について検証を行う、また保健、医療、福祉
関係者による協議の場を設置し、人材育成当を促進する
。また、長期入院者の退院支援等について、アウトリー
チやピアサポーターを活用し、広域支援を行う。
(1)入院者訪問支援検証事業　　　　　　　　4,885千円
(2)包括的な支援体制構築事業　　　　　　　2,336千円
(3)地域包括ケアを担う人材育成・普及啓発事業
　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　746千円
(4)精神障害にも対応した広域支援事業　　 36,598千円

(1)事業内容：
　ア　入院者訪問支援検証事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,885千円
　イ　包括的な支援体制構築事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2,336千円
　　　(ア) 精神障害者地域支援体制構築会議等事業
　ウ　地域包括ケアを担う人材育成・普及啓発事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    746千円
　　　(ア）精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築推進研修等事業
　エ　精神障害にも対応した広域支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 36,598千円
　　　(ア) 精神障害にも対応したアウトリーチ事業
　　　(イ) 地域移行・地域定着ピアサポーター活動促進事業
　　　(ウ) 精神障害者早期退院支援推進事業
　
(2)事業計画
　ア　入院者訪問支援の実施・検証
　　　(ア)精神科病院に入院中の患者に対し訪問支援を行うとともに、事業の適正実施について検証する。
　イ　包括的な支援体制の構築
　　 （ア）県、保健所及び市町村ごとの協議の場を重層的な連携を構築し、広域的な課題に取り組み、市町村を支援。
　ウ　地域包括ケアを担う人材育成・普及啓発
　　 （ア）保健、医療、福祉の相互理解と地域連携を促進する研修及び普及啓発事業を各保健所で実施。
　エ　精神障害にも対応した広域支援
　　　(ア) 医療や福祉につながりにくい精神障害者等に対し、多職種による専門的な訪問支援を実施し、生活を支援。
　　　(イ) 精神障害者の地域移行や退院後の孤立を防ぐための地域定着に向けてピアサポート活動を促進。
　　　(ウ) 新たな長期入院者（ニューロングステイ）を防ぐための早期退院に向けた支援を推進。

(3)事業効果
　 入退院を繰り返す精神障害者や高齢の親と精神科未受診の子の同居など複雑で多様な事情を抱えていても、誰もが安
心して暮らすことができるよう、必要な支援を包括的に提供する支援体制を構築することができる。
　【活動指標（アウトプット）】①入院者訪問支援員養成研修実施(1回)②アウトリーチ支援のべ1,000件実施（2圏域）
　【成果指標（アウトカム）】①支援員を50名養成②アウトリーチ支援新規支援対象者のうち90％以上に支援成果有り

２　事業主体及び負担区分
ア、イ、ウ、エ（イ）（ウ）　補助事業　(国1/2,県1/2
)
エ（ア）　基金事業　 県10/10

３　地方財政措置の状況
　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
　(人件費)9,500千円×(0.7人）＝6,650千円
　(組織等)なし

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金 繰 入 金

決定額 44,565 8,015 28,528

前年額 41,205 6,335 28,528 6,342

― 福祉部 161 ―

誰もが活躍し共に生きる社会の実現

8,022 3,360

障害者の自立・生活支援



 

事業名

単位事業名 予算額 4,885千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 2,442 2,442 地域生活支援事業費補助金（補助率1/2）
公衆衛生費補助金

一般財源 2,443 2,443

合計 4,885 4,885

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 1,794 1,794 訪問支援員報償費100名分
検証会議委員報酬20名分

旅費 76 76 訪問同行旅費

需用費 8 8 検証会議印刷製本費

委託料 2,887 2,887 事務局、研修、検証会議運営委託費

使用料及び賃借料 120 120 検証会議会場費

　

事業内訳書

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築事業費

入院者訪問支援検証事業

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 4,885千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

合計 4,885 4,885

入院者訪問支援検証事業

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 2,336千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 1,167 △396 地域生活支援事業費補助金（補助率1/2）
公衆衛生費補助金

一般財源 1,169 △397

合計 2,336 △793

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 2,108 △691 協議会報酬（保健所）13保健所分
作業部会報酬（保健所）13保健所分
県自立支援協議会部会報酬（本庁）
県自立支援協議会ワーキング報酬（本庁）

旅費 32 △10 協議会委員説明（保健所）13保健所分
作業部会委員説明（保健所）13保健所分

需用費 65 △26 印刷製本費：協議会資料（保健所）13保健所分
作業部会資料(保健所)　13保健所分

役務費 66 △22 通信費：協議会案内等発送(保健所)13保健所分
作業部会案内等発送（保健所）13保健所分

　

包括的な支援体制の構築事業

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 2,336千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

使用料及び賃借料 65 △44 協議会会場借上（保健所）13保健所分
部会及び連絡会会場借上(本庁)

合計 2,336 △793

包括的な支援体制の構築事業

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 746千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 372 △43 地域生活支援事業費補助金（補助率1/2）
公衆衛生費補助金

一般財源 374 △43

合計 746 △86

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 520 0 包括システム構築研修等事業講師謝金(保健所)　13保健所分

需用費 117 △39 包括システム構築研修等事業印刷製本費(保健所)　13保健所分

役務費 57 △14 包括システム構築講師依頼、関係機関通知等(保健所)　13保健所分

使用料及び賃借料 52 △33 包括システム推進研修等事業会場費(保健所)　13保健所分

合計 746 △86

主な内容

地域包括ケアを担う人材育成・普及啓発事業

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 36,598千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 4,034 △323 地域生活支援事業費補助金（補助率1/2）
公衆衛生費補助金

繰入金・ 28,528 0
地域医療介護総合確保基金繰入金

一般財源 4,036 △323

合計 36,598 △646

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 10 △4 インテーク会議(保健所) 2回分/月
訪問同行(保健所) 2回/月
アウトリーチ事業評価委員会(保健所) 2回×5保健所分

委託料 35,588 △642 地域移行・地域定着ピアサポート活動促進事業 11か所
インテーク及び事業評価委員会運営委託 2か所
アウトリーチ(訪問支援)運営委託 2か所

負担金、補助及び交付金 1,000 0 補助上限単価　 10,000円/1人　20事業所分

　

精神障害にも対応した広域支援事業

主な内容

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 36,598千円

　
 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

合計 36,598 △646

精神障害にも対応した広域支援事業

主な内容


